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編 集 後 記

　★　新年度が始まりました．職場には新たなスタッフ
が加わり，外来や病棟，手術室の雰囲気にもどこか新鮮
さが感じられます．研修医や若手医師の初々しい姿を見
るたびに，自分自身の若い頃を思い出すとともに，医療
の現場が世代を超えて受け継がれていくことの意義を改
めて実感いたします．
　★　さて，前号の編集後
記でも触れられておりまし
たが，長年にわたり本誌編
集後記の挿絵を担当されて
きた広島大学名誉教授の生
田義和先生によるイラスト
が終了いたしました．長き
にわたり，読者に温かみの
ある情景を届けてこられた
功績に，改めて深い敬意と
感謝を表したいと思います．
　★　本号より新たに挿絵
をご担当いただくのは，現
在，東京慈恵会医科大学整
形外科同門会長の石垣正美
先生です．石垣先生は1979
年に東京慈恵会医科大学をご卒業後，同大学整形外科に
入局され，複数の関連病院で研鑽を積まれたのち，2000
年に石垣整形外科を開業され，現在に至るまで地域医療
に貢献されております．
　★　私と石垣先生との出会いは，私が自治医科大学卒
業後の義務年限中，1996～1998 年にかけて当時の神奈川
県立厚木病院（現・厚木市立病院）整形外科に勤務して
いた頃に遡ります．当時，石垣先生は整形外科部長とし

てご指導くださり，臨床のみならず医師としての姿勢に
ついても多くのことを学ばせていただきました．その後
も長きにわたりご指導とご厚誼を賜り，現在に至るまで
お付き合いをさせていただいております．
　★　そのような石垣先生が油絵を始められたのは，も
ともと絵画鑑賞を趣味とされていたことに加え，60 歳を
過ぎてからご自身でも描いてみたいと思われたことが
きっかけと伺っております．その後，二科展において第
103回から昨年の第109回まで連続して入選されており，

その実績には驚かされま
す．私がご一緒させていた
だいていた当時は，絵画に
ついてお話しする機会は一
度もなく，正直なところ石
垣先生が絵を描かれるとは
全く想像しておりませんで
した．石垣先生はもともと
多方面にわたりご活躍され
る先生でしたが，当時は絵
画とは無縁の印象を持って
おりました（勝手な印象で
恐縮ですが）．今回，実際に
作品を拝見し，その豊かな
感性と表現力に触れ，改め
て多才なお人柄に深い感銘

を受けました．
　★　臨床医として第一線で活躍されながら，新たな分
野に挑戦し成果を上げられている姿は，我々にとっても
大きな刺激であります．個人的には，石垣先生の絵を拝
見していると，非常に楽しかった厚木病院時代を思い出
すようで，編集後記の新たな楽しみができたことを大変
うれしく感じております．
 （稲 葉 　 裕）
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